
沖縄県企業局

Water in Okinawa

第５回沖縄の水デジタルフォトコンテスト最優秀作品
　　　　　　　　　　　    ｢命の水辺｣　    　撮影　sumao

企業局概要

沖縄の水沖縄の水





　   縄県の人口は、終戦後の1946年(昭和21年)に約51万人であったのが、
　　 本土復帰時の1972年(昭和47年)に約96万人､2009年(平成21年)には
約138万人になり､復帰直後と比べると約1.4倍に増えています。
　沖縄本島の水源は､北部･中部にありますが､水源の大部分を占める北部
の河川水､ダム水を県人口の約８割が集中する中･南部の消費地へ送って
いるのが特徴です。
　沖縄の気候は､亜熱帯海洋性で､気温は平年23.4度と１年を通じて温暖
です。
　年間降水量は約2,099ミリメートル(那覇)で､全国平均1,536ミリメート
ルを上回っており､全国でも比較的雨量の多い地域です。
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＊沖縄県の人口は平成21年度版『沖縄県統計年鑑』
＊気温は気象庁より（2009年度那覇市の平均気温）
＊年間降水量は平成22年度版『日本の水資源』
　(最近10年間の年降水量の経年変化)

＊水資源賦存量は平成22年度版『日本の水資源』
　(地域別降水量及び水資源賦存量）
＊月別降水量グラフデータは気象庁沖縄気象台
　(平年値は1971～2000年の那覇の平均値)
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水道用水供給事業

　水道用水事業とは、市町村等へ水道用水を広域的に供給するもので，いわば，

水の卸売り業の役割を果たしています。家庭や学校などの地域社会に直接給水を

行うのは市町村の事業です。

　本島のほとんどの市町村は、独自の水源を持たないことから、企業局がダムや

河川などから取水し浄水処理した上でこれらの市町村に水道用水を供給していま

す。

　平成21年度は、沖縄本島北部の比較的水源に恵まれた国頭村、大宜味村、東村、

宜野座村を除く本島22市町村と伊江村に１日当たり約41万3,100m3の水を供給しま

した。

企業局は水道用水供給事業と工業用水道事業を行っています。

工業用水道事業

　工業用水事業とは、産業振興を図るため製造業を中心とする企業等に対して工

業用水を供給するものです。

　企業局は、本島北部のダムの水を久志浄水場で沈でん処理（一次処理）した後、

主に中南部へ立地する事業所へ送水し、企業の生産活動を側面から支援していま

す。

　平成21年度は、金武湾や中城湾港新港地区及び糸満市の工業団地等にある90の

事業所に１日当たり約１万4,300m3の工業用水を供給しました。

※　なお、水道用水供給事業の料金は１ｍ3当たり102円24銭、工業用水道事業の料金は１ｍ3当たり基本料金が35円、超過料金が70円でそれぞ
れ消費税を加えた金額となっています。
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中城湾港工業団地内
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  国管理ダム
    

         232.1千m3

 
         53.6%

昭和47年度 平成21年度

水源別取水量

市町村別供給量

What Dose The Enterprise Bureau Do?

 The Trends in Water Supply

　企業局の水源は、ダム、河川水、地下水、海水淡水化水の4種類からなっています。そのうち、ダムからの

水が最も多く、１日当たりの取水量43万2,900m3(平成21年度実績)の67.6％に当たる29万2,700m3となっていま

す。次に多いのが河川水で9万3,500m3(21.6％)、それに地下水が2万4,200m3(5.6％)、海水淡水化水が2万

2,500m3(5.2％)となっています。

　昭和47年度と比べると取水量が約２倍に増え、本土復帰後、ダム開発が進められてきたことなどから、水

源別取水量の割合も大きく変わってきています。

注１）　南部水道企業団は、八重瀬町（旧東風平町、旧具志頭村）と南風原町により構成されています。
　　　　（※平成20年4月より南城市（旧大里村）を除く。）
注２）　うるま市、南城市は合併後の給水開始年月日を掲載しています。
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※数値は端数処理のため一致しない場合があります。
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項目 構成比

市町村名 （％）

那 覇 市 38,486 25.6 昭和47年５月15日

沖 縄 市 20,688 13.8 〃

宜 野 湾 市 10,295 6.8 〃

浦 添 市 13,932 9.3 〃

読 谷 村 4,756 3.2 〃

南 部 水 道 企 業 団 6,115 4.1 〃

嘉 手 納 町 1,615 1.1 〃

北 谷 町 3,870 2.6 〃

北 中 城 村 3,295 2.2 〃

豊 見 城 市 6,047 4.0 〃

与 那 原 町 1,862 1.2 〃

平成21年度
供   給   量

給水開始年月日
項目 構成比

市町村名 （％）

中 城 村 1,967 1.3 〃

西 原 町 4,465 3.0 〃

名 護 市 1,979 1.3 〃

糸 満 市 6,488 4.3 〃

本 部 町 426 0.3 昭和50年６月10日

今 帰 仁 村 456 0.3 昭和50年７月12日

伊 江 村 599 0.4 昭和52年２月１日

恩 納 村 2,591 1.7 昭和52年７月20日

金 武 町 1,125 0.7 平成元年10月１日

う る ま 市 14,546 9.7 平成17年４月１日

南 城 市 4,618 3.1 平成18年１月１日

小　　　　　計 150,222 100.0
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給水開始年月日
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ダム合計
292.7千m3

67.6%

企業局管理ダム

33.9千m3

14.9%

地下水
24.2千m3

5.6%

海淡水
22.5千m3

5.2%



 

 

金武ダム(局)※現在再開発中（億首ダム）

※金武ダムは現在再開発中（億首ダム）

与勝　　調整池
（H21　　　 年度廃止）
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　西原浄水場は､本島中南部の西原町にあり､昭和52年6月
に１日当たり4万100㎥で一部供用を開始しました｡その後
の４期にわたる増設工事で､昭和55年3月から１日当たり
16万500㎥の処理が出来るようになりました｡
　福地ダム等の北部ダム群を水源とし､久志浄水場で沈で
ん処理された原水を浄水処理して､那覇市をはじめ､中･南
部地域の９市町村に供給しています。
　平成17年6月には､喜仲調整池(標高68.0ｍ)からの原水
の落差エネルギーを利用した小水力発電設備も設置され､
その電力は浄水場で有効利用し､電力費と環境への負担軽
減を図っています｡
 また､場内には１日当たり5千㎥の工業用水専用の増圧ポ
ンプ場があり､主に糸満工業団地へ供給しています｡



病院





洗浄排水槽へ



　本県の厳しい水事情を緩和するため、国や県では、ダムの建設を進めてきました。

　これまでに福地ダムをはじめ、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、羽地ダム（国）

倉敷ダム（県）、金武ダム、山城ダム（企業局）の10のダムが完成しています。

　これらのダム開発によって水事情はかなり緩和されましたが、今後の水需要の増大に対処するため、国や

県では、大保ダム、億首ダム（金武ダム再開発）の建設を進めています。

億首ダム（金武ダム再開発）

　大保ダムは平成23年度に供用開始を予定しており、億首ダムは平成26年度の供用開始を目指し、ダムの建設

を進めています。

大保ダム （写真提供：沖縄総合事務局北部ダム事務所）



　現在の石川浄水場は、送水量15万㎥/日の能力

を持つ企業局の基幹浄水場として運用されてきま

したが、建設後約40年が経過し老朽化が進んでい

ます。また、本県の水需要の増大に伴い、石川浄

水場系統の送水については将来的に供給能力の増

大が必要となっていますが、現在の浄水場の敷地

が市街地に隣接していることから施設を拡張する

余地がありません。

　このため、現在の老朽化が進んでいる石川浄水

場をうるま市石川東恩納地先の埋め立て地に16万

5,600㎥/日の施設能力を持つ新石川浄水場として

拡張移転することなり、平成23年 7月の供用開始

に向け建設を進めています。これにより、本県の

水需要の増大に対しても安定した供給が確保でき

るようになります。

　今後、水源水質の変動によってトリハロメタン

濃度が上昇していくことが予想されることから、

建設中の新石川浄水場については、より安全でお

いしい水を供給するため、平成21年度からトリハ

ロメタン対策に有効な生物活性炭処理などの高度

浄水処理施設の建設を実施しています。

新石川浄水場建設状況(平成22年12月撮影)

新石川浄水場完成予想図



Environmental Consideration

Becoming Water Saving community

西系列水源開発

　昭和55年度から取り組んできた西系列水源開発事業は、本島北西部の12河川から豊水時に取水し、これを

大保ダムと倉敷ダムに貯留したのち、安定的に取水するという事業です。

　これまで、倉敷ダムや12河川の開発、大保ダムからうるま市石川伊波に至る総延長約53kmの西系列幹線導

水施設や名護市字田井等から名護市字許田に至る約8.9kmの名護導水ルート、大保取水ポンプ場を建設・整備

してきました。大保ダムはほぼ完成しており、平成23年度供用開始予定です。

名護市西海岸地区工業用水道整備事業

　北部地域の産業振興を支援する目的で、平成12年度から取り組んできた名護市西海岸地区工業用水道整備事

業は、平成21年度に完了しました。名護市久志から許田、幸地を経て屋部地区工場適地に至るまでの約18kmに

工業用水道の専用配水管が整備するもので、平成20年度に許田地区において一部供用を開始し、平成22年度か

ら配水管沿線及び屋部地区工場適地の企業を対象に供用を開始しています。

　

根路銘増圧ポンプ場

取水ポンプ場
導　水　管
増圧ポンプ場

辺野喜

佐手前

与那

宇良

比地外堀田

田嘉里

佐手

我部祖河

満名

西屋部

許田増圧ポンプ場

伊波増圧ポンプ場

倉敷ダム

北谷浄水場

大保取水ポンプ場

大保ダム

宇嘉

許田～幸地間のトンネル部分については、工業用配水管と水道用導水管の共同施工を行っています。許田～幸地間のトンネル部分については、工業用配水管と水道用導水管の共同施工を行っています。
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久志浄水場

水道用水供給施設

工業用水道施設

名護市字田井等

地山

モルタ ル充填モルタ ル充填

水道用導水管
鋼製支保工

木矢板

H125×125
（SP:φ1350、1500mm）

工業用配水管

（DCIP:φ250mm）

標準断面図（ 許田～幸地）

名護市字許田
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環境への取組

節水型社会の形成を目指して

　水源に恵まれない本県においては、復帰後、国の多目的ダム開発を中心に、多くの水源開発が進められて

きました。復帰後、毎年のように水不足が生じ給水制限が実施されていましたが、平成6年度以降は、この間

の水源開発の成果や海水淡水化施設の完成で、給水制限のない安定した状況が続いています。

　企業局では、人口や観光客の増加に伴う水需要に対応するため、西系列水源開発や、大保ダム建設等の水

源開発を進めていますが、併せて、県民一人ひとりが限られた資源である水の有効利用と節水について心掛

け節水型社会を形成することが必要です。

Environmental ConsiderationEnvironmental Consideration

Becoming Water Saving communityBecoming Water Saving community

浄水発生土がグラウンド の土として利用さ
れている沖縄県総合運動公園　

(※)　生成ペレットとは、硬度低減化により除去したカルシウム等の硬度成分の粒のことです。

　近年、地球温暖化への対応が緊急の課題として世界的に認識されるなど、

環境への負荷は深刻化しており、環境問題は今日の重要課題となっており

ます。

　企業局が行っている水道用水供給事業と工業用水道事業は、地球が育ん

だ水を資源として、安全でおいしい水を安定的にお届けするという、地球

環境と密接に結びついた事業ですが、エネルギー消費産業の側面も有して

おり、積極的に地球温暖化防止対策、廃棄物の減量化や資源の有効活用な

どに取り組む必要があります。

　企業局では、「産業廃棄物」として処理されていた浄水処理の過程で発

生する浄水発生土を平成4年度以降売却することにより有効活用を図って

きました。

　また、海水淡水化施設における使用済み逆浸透膜や硬度低減化により生

成したペレット（※）、高度浄水処理で使用した粒状活性炭等の売却によ

る有効活用、小水力発電施設の導入などにより環境負荷の低減を行ってき

ました。

　今年策定した第8次経営計画においては、「環境へ配慮した経営」を推

進施策の一つとして位置付け、引き続き環境への取組を推進しています。

給
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限
日
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2,320
1,775

2,657 2,697

1,691 1,673

2,609
2,280

1,920

1,335

2,430
1,893 1,720

2,012
1,538

2,291 2010
1,824

1977 1,941 1991

1458
1,667 1695 1758

2,404

3009

2,245
2510 2576

2,000

1,646
1,991 1,942

注）降水量は那覇での観測値

35

126

46
104

9
80

113

49
75

169

32

137

7
0

76

259

38

221
67

30
37 0 0 0 0 0

33

7 26
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64

44
20

31

凡例

時間断水

隔日断水

026 0 0

18

0

2,030

19

0

2,886

20

0

1,417

21

0

2,037

17



平成21年度決算

固定資産
6,264

有形固定資産

5,131

無形固定資産

1,090

投資　43

流動資産　190

流動負債
98

固定負債
48

資産
6,454（億円）

負債
146（億円）

資本
6,308（億円）

資本金

917

剰余金

5,391
資本剰余金

5,374

利益余剰金　17

借入資本金

745

自己資本金　172

The Settlement Of Acounts For Fisical 2009The Settlement Of Acounts For Fisical 2009

水道事業会計決算

収益的収入及び支出（税抜き）
　水道用水供給事業は、県内21市町村及び1企業団に対し水道用

水を1億5,079万9,300m3（1日平均約41万3千m3）供給しました。

　総収益は、受託工事収益の減少等により前年度と比べ0.01％減

少し、156億8,204万9,241円で、総費用は、動力費や固定資産除

却費の減少等により前年度と比べ3.51％減少し、145億4,558万

5,494円でした。

　その結果、11億3,646万3,747円の黒字となりました。

資本的収入及び支出（税込み）
　資本的収入は、補助金等の増加により前年度と比べ9.94％増加

し、208億1,524万4,533円で、資本的支出は、建設改良費の増加に

より前年度と比べ17.74％増加し、263億1,236万9,432円でした。

　資本的収支の差引不足額は、内部留保資金等で補てんしました。

　なお、主な建設工事は、前年度に引き続き、西系列幹線導水施設

建設工事、新石川浄水場建設工事、美里～山内送水管布設工事等

を実施しました。

貸借対照表　(平成22年３月31日現在) 収益的収支の推移

　平成５年度の料金改定以降(消費税による改定を除く)、渇水の影響
等に伴って赤字を計上した平成14年度を除き、黒字基調で推移し、平
成21年度決算においても、約11億3千6百万円の当年度純利益を計上し
ています。
　ここ数年は給水収益が増減している中、経営計画の推進等による費
用の縮減に努めています。
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The Settlement Of Acounts For Fisical 2009

工業用水道事業会計決算

収益的収入及び支出（税抜き）
　工業用水道事業は、県内90事業所に対し工業用水を520万

3,994m3供給しました。

　総収益は、一般会計からの繰入金の増加等により前年度と

比べ、2.13％増加し、3億2,066万8,148円で、総費用は負担

金等の増加により前年度と比べ0.59％増加し、2億8,701万

8,821円でした。

　その結果、3,364万9,327円の黒字となりました。

資本的収入及び支出（税込み）
　資本的収入は、補助金等の減少により前年度と比べ20.67％減少

し、5,377万40円で、資本的支出は、建設改良費の減少等により前年

度と比べ6.96％減少し、1億7,175万8,061円でした。

　資本的収支の差引不足額は、内部留保資金等で補てんしました。

　なお、主な建設工事は、前年度に引き続き、久志～屋部工業用配

水管布設工事を実施しました。

貸借対照表　(平成22年３月31日現在) 収益的収支の推移

　平成17年度以降は、平成16年度に行った事業規模の見直しとそれに伴
う余剰施設等の水道事業の転用により、一般会計からの繰入が縮小した
ものの、ダム維持管理負担金等の費用の縮減に加えて、契約水量の増加
等により、黒字となっています。
　一方、現在も未売水が発生していることから、水道事業と連動した経
営計画を推進し、関係機関と連携して需要開拓に努めています。

19

（百万円）
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「おいしい水」の条件には個人差がありますが、次のような水質的な条件があります。

水道事業会計予算

工業用水道事業会計予算

収益的収入及び支出（税込み）
　水道用水供給事業は、県内21市町村及び1企業団に1日平均40
万8千m3の給水を予定しています。
　収益的収入は、全体で163億5千6百万円となっており、料金
収入が全体の97.8%を占めています。その他は、他会計補助金、
預金利息等となっています。
　収益的支出は、全体で155億5千7百万円となっており、主な
費用構成として、減価償却費が18.6%、動力費18.3%、人件費
13.9%、支払利息13.2%となっています。

収益的収入及び支出（税込み）
　工業用水道事業は、金武湾、中城湾港新港地区、糸満市の工
業団地、名護市西海岸地区等にある92事業所に1日当たり約1万
8千m3の給水を予定しています。
　収益的収入は、全体で3億6千3百万円となっています。料金
収入が全体の72.4％を占めており、その他は他会計補助金、預
金利息等となっています。
　収益的支出は、全体で3億7千万円となっており、主な費用構
成として負担金が33.7％、減価償却費16.4％、動力費9.5%、人
件費7.3%、支払利息7.0％となっています。 

資本的収入及び支出（税込み）

　今年度は、西原町東崎工業用水配水管布設工事等を行います。
　資本的収入は、全体で４千万円となっており、他会計補助金
76.8%、工事負担金23.2%となっています。
　資本的支出は、全体で1億5千万円となっており、主な構成は
企業債償還金が46％、配水管等の建設改良に要する費用が20.6
％となっています。 

資本的収入及び支出（税込み）
　今年度は、新石川浄水場等建設事業や多目的ダムの建設促進、
北谷浄水場整備事業の主要事業を推進していきます。
　資本的収入は、全体で165億3千7百万円となっており、国庫補
助金等が74.5%を占めています。
  また、補助事業費の一部を自己財源で補うための企業債が
18.8%を占めています。
  資本的支出は、全体で197億6千1百万円となっており、水源開
発・浄水場・導水管等の建設改良に要する費用が84.0%、企業債
償還金が16.0%となっています。

※資本的収支の収支不足額は内部留保資金等で補てんすることとしています。

※資本的収支の収支不足額は内部留保資金等で補てんすることとしています。

●

●

●

●

平成22年度予算
The Budget For Fiscal 2010The Budget For Fiscal 2010 Water Quality Information

おいしい水とは？

20

料金収入料金収入
 15,992 15,992

収益的収入
　16,356

その他
　364

収益的支出
　15,557

 当年度
収支差額
   799 その他

 費用
 4,295

支払利息
 2,049

 減価
償却費
2,899

人件費
2,166

動力費
2,842

薬品費 548

修繕費 758

資本的収入
　16,537

資本的支出
　19,761

国庫補助金等国庫補助金等
   12,323   12,323

企業債企業債
3,1153,115

当年度
収支不足
 3,224

その他
1,099

水源開発・浄水場・導水管
等の建設改良に要する費用
　　　　　16,598

企業債
償還金
3,156

その他 7

収益的収入
　 363

料金収入料金収入
　 263　 263

その他
 100当年度

収支差額
　　7

収益的支出
　 370

その他
　79

負担金
 125

人件費 27

動力費
 35

修繕費 17
減価
償却費
　61

支払利息 26

資本的支出
　 150

資本的
収入 40

当年度収支不足
　　 110

他会計他会計
補助金補助金
　31　31

その他 9
（工事負担金等）

配水管等の建設
改良に要する費用
　　　31

企業債償還金
　　 69

その他
　50



「おいしい水」の条件には個人差がありますが、次のような水質的な条件があります。「おいしい水」の条件には個人差がありますが、次のような水質的な条件があります。

主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦み、渋み等が増し、適度
に含まれると、こくのあるまろやかな味がします。

ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、
硬度の低い水は癖が無く、高いと好き嫌いがでます。カルシウムに比
べてマグネシウムの多い水は苦みを増します。

濃度が高いと、カルキ臭として水に違和感を与えます。

飲むときの水温が適度に冷たいと、おいしく感じます。

●

●

●

●

水質情報
The Budget For Fiscal 2010 Water Quality InformationWater Quality Information

　  　安全でおいしい水のために　　

　企業局では、安全でおいしい水を供給するために、塩素処理副生成物であるトリハロメタンを大幅に低減
する高度浄水処理や、水の硬度を低減する硬度低減化施設を導入しています。なお、高度浄水処理には水道
水のかび臭等の異常な臭味を除去する効果も確認されています。
　残留塩素については、水道水を安全、衛生的に保つために必要ですが、濃度が高いとカルキ臭として水に
違和感を与える原因となります。企業局では、各市町村の水道局と連携をとり、水道水における残留塩素の
低減に努めています。

　現在、久志浄水場で沈澱処理した水を各工場等へ送水しています。工業用水の水質基準は下表のとおりです。
（沖縄工業用水道供給規程より）

一般細菌（個/ml）

大腸菌（MPN/100ml）

総トリハロメタン（mg/l）

ナトリウム及びその化合物（mg/l）

塩化物イオン（mg/l）

カルシウム,マグネシウム等(硬度)(mg/l)

pH値

臭気

色度（度）

濁度（度）

0

陰性

0.015

19.2

31.1

55

7.5

異常なし

0.5未満

0.1未満

0

陰性

0.017

14.9

23.3

32

7.4

異常なし

0.5未満

0.1未満

0

陰性

0.011

36.1

47.2

124

7.4

異常なし

0.5未満

0.1未満

0

陰性

0.016

13.9

22.7

32

7.4

異常なし

0.5未満

0.1未満

名護浄水場基準値

100個/ml以下

検出されないこと

0.1mg/ｌ以下

200mg/l以下

200mg/l以下

300mg/l以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

5度以下

2度以下

項　　　　　　目

水温
（℃）

30以下

濁度
（ppm）

20以下

pH

6.5～8.0

アルカリ度
（ppm）

75以下

硬度
（ppm）

120以下

蒸留残留物
（ppm）

250以下

塩素イオン
（ppm）

80以下

鉄
（ppm）

3.0以下

石川浄水場 北谷浄水場 西原浄水場

＊　給水地域のうち、安慶名～平安座配水管による給水範囲はｐH値が[6.5～9.5]となっています。

＊　久志浄水場は、一次沈澱処理場であるため除いています。　　　＊　掲載している値は各浄水場出口の平成21年度の平均値です。

おいしい水とは？いしい水とは？

浄水場の水質検査結果(検査結果は法令等で定められた基準値にすべて適合しています。)

工業用水の水質基準

　水質検査結果については、毎年水質年報を発行しており、各市町村水道事業体、図書館等公共機関に送付
しています。また、企業局ホームページにも掲載していますので、詳細な内容についてはそちらをご参照く
ださい。

蒸発残留物

硬 度

残 留 塩 素

水 温
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